
 
思
想
史
分
野
に
見
る
疑
似
研
究 

―
―
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
は
学
問
性
に
無
価
値
で
あ
る 
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二
〇
一
九
年
時
点
で
の
前
が
き 

 

数
年
前
、
医
学
・
生
理
学
分
野
で
疑
似
研
究
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
問
題
）
。

思
想
史
分
野
で
は
、
同
種
の
疑
似
研
究
が
出
回
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
問
題
化
さ

れ
ず
に
流
通
す
る
と
い
う
、
奇
怪
な
現
象
が
起
き
て
い
る
。 

 

問
わ
れ
る
べ
き
疑
似
研
究
と
は
、
井
田
進
也
や
平
山
洋
（
客
観
性
を
旨
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
敬
称
は
不

要
で
あ
る
）
の
真
筆
者
判
定
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
平
山
は
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
自

体
問
題
を
は
ら
む
ば
か
り
か
、
自
ら
固
有
の
検
証
も
行
う
こ
と
な
く
こ
れ
を
都
合
よ
く
使
っ
て
い
る
研
究

者
が
い
る
現
状
を
見
て
、
私
は
、
こ
れ
が
方
法
論
的
に
誤
っ
た
疑
似
研
究
で
あ
る
こ
と
を
、『
福
沢
諭
吉 

朝

鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
―
―
「
国
権
拡
張
」「
脱
亜
」
の
果
て
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
の
「
解
説
」

に
お
い
て
、
詳
論
し
た
。 

だ
が
そ
れ
か
ら
す
で
に
十
年
弱
が
た
っ
た
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
に
、
自
ら
何
の
検
証
も
せ
ず
に
こ
れ
を
安

易
に
使
う
研
究
者
が
絶
え
な
い
現
実
が
あ
る
。
彼
ら
の
態
度
は
、
知
的
誠
実
さ
に
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
が
ど
こ
ま
で
自
覚
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
こ
の
現
実
は
、
多
方
面
に
広
が
る
歴

史
修
正
主
義
を
、
驚
く
べ
き
こ
と
だ
が
学
問
分
野
か
ら
強
め
る
働
き
を
し
て
い
る
。「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
自

体
、
学
問
的
に
無
価
値
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
問
題
だ
が
、
歴
史
修
正
主
義
の
強
化
と
い
う
点
か
ら
も
、
私

は
そ
の
安
易
な
利
用
を
う
れ
え
る
。 

 

そ
れ
ゆ
え
、『
福
沢
諭
吉 

朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
』
で
の
私
の
論
証
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
明
石
書
店
の
了
承
の
下
に
、
こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
表
す
る
。 

 

以
下
、
本
文
と
し
て
登
録
し
た
の
は
、
①
『
福
沢
諭
吉 

朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
』
に
付
し
た
解
説
「
福

沢
諭
吉
と
朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
」
の
う
ち
「
一 

『
時
事
新
報
』
論
説
は
誰
の
思
想
を
表
わ
し
て
い
る
か
―

本
書
を
福
沢
の
論
集
と
す
る
ゆ
え
ん
」
、
②
そ
の
「
後
記
」（
付
記
）
で
あ
り
、
そ
し
て
、
③
『
論
集
』
自
体

の
「
あ
と
が
き
」
で
あ
る
（
初
刷
り
に
あ
っ
た
誤
植
等
を
修
正
し
た
第
二
刷
に
よ
る
）
。
ち
な
み
に
、
①
に
お

い
て
、
同
書
に
収
録
し
た
福
沢
論
説
に
言
及
し
て
お
り
、
ま
た
出
典
を
略
号
で
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

右
三
編
の
後
に
、
同
書
の
目
次
お
よ
び
文
献
一
覧
を
も
掲
載
し
た
。 

 

以
上
を
通
じ
、「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
が
学
問
の
名
に
値
す
る
研
究
な
の
か
ど
う
か
を
、
研
究
者
自
身
が
判

断
せ
ん
と
す
る
気
運
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
、
期
待
す
る
。 

（
二
〇
一
九
年
三
月
八
日
） 

 


